
チェルノブイリ事故拡散事例による全球拡散モデルの検証

Fig.1  1986年5月7日1時における137Csのの大気中濃度
（z*=1500m,濃度のカラースケールは相対値）

Table 1  137Csの排出強度 (Kinser，2001)

モデルの種別 ：Euler型全球拡散モデル（解像度1°x1°）
気象データ ：ECMWF再解析データ
計算対象 ：1986年4月25日～5月14日の137Cs大気濃度と沈着量（排出条件はTable 1参照）
沈着速度 ：乾性沈着速度は固定値，湿性沈着速度は相対湿度と関連付け
比較対象 ：NOAAのHysplit モデル（Lagrange型）による計算値（Kinser,2001）

および実測値（ヨーロッパの23箇所）

目的 残留性有機汚染物質(POPs)の大気中挙動解析のため作成した全球移流拡散モデル
(GCTM)  の精度検証

方法 チェルノブイリ事故拡散事例を対象とした実測値および既往モデル計算結果との比較

Ref. Kinser,A.M.(2001): Simulating wet deposition of radiocesium
from the Chernobyl accident, Thesis, Department of the air force, 
Air university.
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Fig.4 137Cs総沈着量の実測値との比較
（●：本モデル，○Hysplit(Kinser, 2001））

Fig.2  137Cs拡散シミュレーションの検証地点

Fig 3.  検証地点における137Cs大気中濃度の日平均値
（GCTM：本モデル，Obs:観測値，Hysplit：Kinser(2001)の結果）
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まとめ

両数値モデルにより算定さ
れた時系列変動は類似した挙
動を示している(Fig.3)．実測値
との不一致の原因の一つは，
排出条件の不確実性．

Hysplitモデルに比べ，本モ
デルの方が実測値との比例性
は良い(Fig.4)．

POPs運命予測で要求される
精度は季節別～年間平均値
のオーダーレベルであり，本モ
デルはその要件をほぼ満足し
ている．
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